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た
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
係
る
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
承
認
が
求
め
ら
れ
、
採

決
の
結
果
、
全
員
異
議
な
く
承

認
し
ま
し
た
。

子
育
て
世
帯
へ 

10
万
円
を
一
括
給
付

　
今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ

れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
の
給
付
事
業
の
う
ち
、
子
育

て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

に
つ
い
て
は
、
国
の
方
針
に
基

づ
き
、
本
市
で
は
現
金
５
万
円

の
先
行
給
付
と
、
５
万
円
相
当

の
ク
ー
ポ
ン
に
よ
る
後
行
給
付

な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
議
員
か
ら
は
、
現

金
で
の
一
括
給
付
を
希
望
す
る

市
民
意
見
が
あ
る
こ
と
や
、
迅

速
で
効
率
的
な
事
務
執
行
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現
金
10

万
円
の
一
括
給
付
を
求
め
る
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
国
が
方
針
変
更

し
、
現
金
の
一
括
給
付
も
可
能

と
し
た
こ
と
を
受
け
、
本
市
も

現
金
10
万
円
を
令
和
３
年
中
に

一
括
で
給
付
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。
議
員
か
ら
は
、
限
ら

れ
た
期
間
で
適
切
な
決
断
が
さ

れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

生
活
困
窮
世
帯 

な
ど
へ
の
支
援
も

　
そ
の
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困

窮
す
る
市
民
の
支
援
に
向
け
て

次
の
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
に

つ
い
て
は
、
新
た
な
就
労
な
ど

へ
つ
な
げ
る
た
め
に
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
困
窮
世
帯
に
対

し
て
月
額
６
万
円
か
ら
10
万
円

が
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
申

請
期
限
が
延
長
と
な
り
、
再
受

給
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時

特
別
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
住

民
税
均
等
割
の
非
課
税
世
帯
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

家
計
急
変
世
帯
が
対
象
で
、
要

件
を
満
た
す
世
帯
に
10
万
円
が

給
付
さ
れ
ま
す
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す

る
２
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
、

余
熱
利
用
施
設
、
北
図
書
館
及

び
西
図
書
館
は
５
年
間
、
南
図

書
館
は
３
年
間
、
指
定
管
理
者

が
管
理
・
運
営
を
行
い
ま
す
。

◆
人
事
案
件
に
同
意

　
任
期
満
了
を
迎
え
る
監
査
委

員
の
後
任
者
を
選
任
す
る
議
案

が
提
出
さ
れ
、
全
員
異
議
な
く

同
意
し
ま
し
た
。

○�

市
川
喜
久
江
氏
（
愛
甲
郡
愛

川
町
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
で
市
民
生
活
が
多
大
な

影
響
を
受
け
る
中
、
今
定
例
会

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
に
係
る
経
費
を
中
心
に
、

総
額
で
78
億
４
８
８
８
万
円
の

増
額
と
な
る
一
般
会
計
補
正
予

算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
関
連
の
給
付
事
業
に
係

る
経
費
74
億
６
８
０
０
万
円
に

つ
い
て
は
、
国
が
示
す
各
事
業

の
詳
細
を
確
認
し
た
上
で
の
予

算
措
置
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
会
議
初
日
で
の
提
案
の
ほ

か
、
第
５
日
目
及
び
最
終
日
に

も
追
加
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
市
民
生
活
を

支
援
す
る
た
め
の
補
正
予
算
と

し
て
迅
速
な
執
行
が
求
め
ら
れ

る
中
で
、
本
会
議
、
常
任
委
員

会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
に
お

い
て
慎
重
に
審
議
を
進
め
、
採

決
の
結
果
、
各
種
給
付
事
業
に

係
る
補
正
予
算
を
全
て
可
決
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
早
急
な
対
応
が
必
要

と
し
て
10
月
に
専
決
処
分
さ
れ

主 な 内 容

各
種
給
付
金
で
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
を
支
援

子
育
て
世
帯
な
ど
の
負
担
軽
減
図
る

令和3年12月 市議会定例会
　
平
塚
市
議
会
は
、
令
和
３
年
11
月
24
日
か
ら
12
月
17
日
ま
で
、
24
日
間
の
会
期
で
12
月
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
条
例
の
改
正
や
令
和
３
年
度
補

正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
25
案
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
を
原
案
ど

お
り
可
決
、
承
認
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
、
意
見
書
提
出
に
関
す
る
１
件
の
会
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
９
月
定
例
会
で
提
出
さ
れ
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
、
令
和
２
年
度
決
算
の
認
定
な
ど

に
関
す
る
議
案
は
、
決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査
結
果
を
受
け
、
認
定
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
※
議
案
と
審
議
の
結
果
は
８
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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常任委員会の審査概要� 5・6面
審議の結果� ８面

　
　
　「
鱗
雲
と
電
波
塔
」　
　
　
　
　《
撮
影
　
田
村
美
樹
さ
ん
／ 

上
平
塚
》

複
数
回
に
わ
た
る
補
正
予
算
を
可
決

令和
2年度
〈〈決算特別委員会の質疑内容は3面に掲載〉〉
決算を認定 　９月定例会に提出された令和２年度の決算の認定に関する

議案について、付託された決算特別委員会の審査結果を受け、
12月定例会初日に各会計決算とも認定しました。

一般会計の決算額

歳入総額
1,202億
7,897万円

地方消費税交付金地方消費税交付金
53億8301万円（5%）53億8301万円（5%）

諸収入諸収入
34億499万円（3%）34億499万円（3%）

繰越金繰越金
39億4069万円（3%）39億4069万円（3%）

市税市税
435億3700万円（36%）435億3700万円（36%）

市債市債
57億2753万円（5%）57億2753万円（5%）

県支出金県支出金
64億7353万円（5%）64億7353万円（5%）

国庫支出金国庫支出金
443億4749万円443億4749万円
（37%）（37%）

歳出総額
1,149億
8,400万円

総務費総務費
348億6417万円348億6417万円
（30%）（30%）

衛生費衛生費
74億7360万円（6%）74億7360万円（6%）

公債費公債費
54億8802万円（5%）54億8802万円（5%）

土木費土木費
109億3360万円（9%）109億3360万円（9%）

教育費教育費
90億6282万円（8%）90億6282万円（8%）

※金額は、表示単位未満で四捨五入しているため、合計が合わないところがあります

消防費消防費
32億1277万円（3%）32億1277万円（3%）

商工費商工費
30億9052万円（3%）30億9052万円（3%）

その他その他
19億8441万円（2%）19億8441万円（2%）

民生費民生費
388億7408万円388億7408万円
（34%）（34%）

その他その他
52億746万円52億746万円
（4%）（4%）

繰入金繰入金
22億5728万円（2%）22億5728万円（2%）

「
波
間
に
輝
く
初
日
の
出
」

�

―
2
0
2
2
年
が
幕
を
開
け
た
平
塚
海
岸
―



令和4年（2022年）2月4日第２２２号 ひらつか議会だより

総
括

好
循
環
が
結
果
的
に
結
婚
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
全
庁
的
に

取
り
組
む
課
題
と
考
え
る
。

問
　
正
規
雇
用
促
進
補
助
金
の

活
用
も
含
め
、
仕
事
に
役
立
つ

知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
仕
組

み
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
正
規
雇
用
促

進
補
助
金
は
企
業
側
を
後
押
し

す
る
補
助
金
で
対
象
を
正
規
雇

用
に
限
定
し
て
お
り
、
若
者
の

生
活
の
安
定
や
結
婚
支
援
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
知
識

や
技
術
の
習
得
に
つ
い
て
は
、

国
や
県
が
実
施
す
る
制
度
を
周

知
し
て
い
る
。

海
辺
の
公
園
整
備
事
業

問
　
龍
城
ケ
丘
の
公
園
整
備
に

つ
い
て
、
着
工
延
期
の
理
由
と

延
期
す
る
期
間
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
既
存
樹
林
の

更
な
る
保
全
の
検
討
や
、
塩
と

風
の
調
査
を
実
施
す
る
た
め
に

延
期
し
た
。
期
間
は
事
業
者
と

協
議
し
て
お
り
、
４
年
６
月
末

で
調
整
し
て
い
る
。

問
　
調
査
の
内
容
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
地
元
の
一
部

自
治
会
か
ら
、
調
査
の
時
期
や

範
囲
に
つ
い
て
の
要
望
を
も

ら
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え

て
自
治
会
の
協
力
を
得
な
が
ら

実
施
す
る
。

個
人
情
報
の
持
ち
出
し

問
　
真
鶴
町
の
個
人
情
報
持
ち

出
し
に
関
す
る
報
道
に
つ
い

て
、
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
市
民
の
個
人
情
報
は
大

切
で
あ
り
、
持
ち
出
し
は
許
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。

民
事
裁
判
の
進
捗
状
況

問
　
本
市
元
職
員
へ
の
損
害
賠

償
請
求
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況

と
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

総
務
部
長
　
横
浜
地
方
裁
判
所

小
田
原
支
部
か
ら
和
解
勧
試
を

受
け
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
満

額
の
賠
償
と
自
ら
の
言
葉
で
市

民
に
説
明
す
る
こ
と
を
求
め
る

考
え
は
変
わ
ら
な
い
が
、
和
解

勧
試
を
重
く
受
け
止
め
、
慎
重

か
つ
丁
寧
な
対
応
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

神
奈
川
大
学
移
転

問
　
市
長
と
理
事
長
兼
学
長
の

面
談
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
大

学
移
転
後
の
跡
地
利
用
の
検
討

に
具
体
的
な
進
展
が
期
待
さ
れ

る
が
、
現
状
を
伺
う
。

副
市
長
　
大
学
か
ら
は
慎
重
に

検
討
を
進
め
た
い
と
の
考
え
が

示
さ
れ
た
。
今
後
、
大
学
に
よ

る
検
討
が
進
め
ら
れ
る
に
当

た
っ
て
、
本
市
か
ら
要
望
書
を

提
出
す
る
準
備
を
し
て
い
る
。

問
　
面
談
の
具
体
的
な
内
容
を

伺
う
。

市
長
　
跡
地
利
用
の
模
索
を
し

て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
決
定

事
項
は
な
い
と
の
話
で
あ
っ

た
。
し
っ
か
り
と
情
報
提
供
を

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と

は
伝
え
て
い
る
。

つ
り
実
行
委
員
会
で
協
議
し
た

結
果
、
４
年
７
月
８
日
か
ら
10

日
ま
で
の
開
催
を
前
提
に
準
備

を
し
、
湘
南
ひ
ら
つ
か
織
り
姫

も
選
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
具

体
的
な
内
容
は
４
年
３
月
末
頃

に
実
行
委
員
会
で
決
定
す
る
。

花
火
大
会
も
準
備
を
進
め
て
お

り
、
最
終
的
に
は
実
行
委
員
会

で
決
定
す
る
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用

問
　
ひ
ら
つ
か
ス
タ
ー
ラ
イ
ト

ポ
イ
ン
ト
で
得
た
デ
ー
タ
を
産

業
施
策
に
活
用
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
部
長
　
ア
プ
リ
の
利

用
者
約
６
万
人
の
消
費
動
向
な

ど
が
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
蓄

積
さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
、

活
用
方
法
を
検
討
し
た
い
。

結
婚
へ
の
支
援
の
方
策

問
　
若
い
世
代
へ
の
結
婚
支
援

の
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
結
婚
支

援
に
は
経
済
的
な
安
定
に
つ
な

が
る
施
策
が
必
要
と
考
え
る
。

資
格
を
取
得
し
安
定
し
た
雇
用

を
得
る
こ
と
で
賃
金
が
上
が
り

住
居
を
確
保
で
き
る
と
い
っ
た

問
　
地
元
か
ら
の
要
望
な
ど
も

踏
ま
え
、
今
後
ど
の
よ
う
に
協

議
を
進
め
て
い
く
の
か
。

副
市
長
　
大
学
か
ら
の
情
報
を

地
域
へ
提
供
し
、
協
議
の
場
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
公
共
交
通
の
見
直
し
や
、

地
域
内
移
送
の
実
施
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
う
。

副
市
長
　
地
域
の
生
活
に
必
要

な
バ
ス
路
線
を
維
持
す
る
た
め

に
、
バ
ス
事
業
者
と
路
線
再
編

に
向
け
た
協
議
、
検
討
を
進
め

て
い
く
。
土
屋
地
区
で
の
住
民

主
体
の
地
域
内
移
送
は
、
実
施

を
検
討
し
て
い
た
２
団
体
が
令

和
２
年
度
に
試
行
で
運
行
を
開

始
し
、
う
ち
１
団
体
が
３
年
７

月
か
ら
本
格
運
行
し
て
い
る
。

団
体
へ
は
引
き
続
き
情
報
提
供

な
ど
の
支
援
を
し
て
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ 

ス

ク

ー

ル

問
　
保
護
者
や
地
域
住
民
が
学

校
運
営
に
参
画
し
、
地
域
全
体

で
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
取
り

組
み
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
を
４
年
度
か
ら
４
校

で
導
入
す
る
が
、
ど
の
よ
う
な

目
的
で
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長
　
地
域
で
ど
の
よ
う
な

子
供
た
ち
を
育
て
る
の
か
、
何

を
実
現
し
て
い
く
の
か
と
い
う

目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
地
域
と
共

有
し
、
一
体
と
な
っ
て
子
供
た

ち
を
育
む
「
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
」
を
目
的
と
し

て
導
入
す
る
。

問
　
ど
の
よ
う
な
教
育
活
動
が

期
待
で
き
る
の
か
。

教
育
長
　
学
校
が
社
会
と
つ
な

が
り
、
地
域
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

な
る
こ
と
で
、
関
わ
る
全
て
の

人
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
活
動
と

な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

水
防
団
の
消
防
団
へ
の 

機

能

統

合

問
　
水
防
団
を
ど
の
よ
う
に
消

防
団
へ
機
能
統
合
す
る
の
か
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
蓄
積
し

た
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
消
防
団

清
風
ク
ラ
ブ

　
本
市
議
会
で
は
議
案
へ
の
質
疑
と
、
市
政
な
ど
を
問
う
一
般
質

問
を
合
わ
せ
て
行
い
、
そ
れ
を
「
総
括
質
問
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
12
月
定
例
会
で
は
、13
人
の
議
員
が
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

★
詳
し
い
質
問
内
容
は
、
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

に
継
承
し
、
統
合
後
の
消
防
活

動
及
び
水
防
活
動
が
市
民
の
安

心
・
安
全
に
支
障
を
来
さ
な
い

よ
う
体
制
確
保
を
図
る
。

問
　
消
防
機
能
体
制
を
今
後
ど

の
よ
う
に
構
築
す
る
の
か
。

消
防
長
　
水
防
団
か
ら
移
行
す

る
河
川
巡
視
な
ど
は
す
で
に
消

防
団
が
担
っ
て
お
り
、
体
制
は

構
築
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る

が
、
本
格
的
な
運
用
を
通
し
て

更
な
る
充
実
を
図
り
た
い
。

遠
藤
原
最
終
処
分
場 

の

課

題

問
　
平
成
28
年
の
埋
め
立
て
期

間
延
長
時
に
地
元
自
治
会
か
ら

出
さ
れ
た
要
望
に
つ
い
て
、
経

緯
と
今
後
の
予
定
を
伺
う
。

環
境
部
長
　
期
間
延
長
の
合
意

を
得
た
際
に
設
置
当
初
の
要
望

を
整
理
し
て
も
ら
い
、
改
め
て

出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
遠
藤

原
集
会
所
の
建
て
替
え
や
防
犯

街
路
灯
の
増
設
な
ど
を
順
次
実

施
し
て
き
た
が
、
県
や
近
隣
自

治
体
と
の
調
整
を
要
す
る
た
め

完
了
に
至
っ
て
い
な
い
要
望
も

あ
る
。
引
き
続
き
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

問
　
完
了
に
向
け
て
ど
う
取
り

組
む
の
か
。

副
市
長
　
精
一
杯
努
力
を
す
る

べ
き
課
題
と
し
て
今
後
の
進
め

方
を
検
討
し
て
い
く
が
、
全
体

の
政
策
バ
ラ
ン
ス
を
踏
ま
え
て

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考
え
、
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
セ
ー
フ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー

ル
　
自
然
災
害
へ
の
備
え
　
食

と
農
の
持
続
し
た
取
り
組
み
　

鳥
獣
被
害
の
減
少
と
捕
獲
の
強

化

令
和
４
年
度
予
算
方
針

問
　
来
年
度
の
予
算
編
成
に
当

た
り
予
算
の
方
向
性
を
伺
う
。

市
長
　
令
和
４
年
度
は
総
合
計

画
改
訂
基
本
計
画
の
折
り
返
し

の
年
度
で
あ
り
、
各
施
策
を
力

強
く
展
開
し
て
い
く
。
不
透
明

な
社
会
経
済
情
勢
で
あ
る
が
、

将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た
健
全

財
政
が
維
持
で
き
る
よ
う
中
長

期
的
な
視
点
に
立
ち
、
限
ら
れ

た
財
源
で
最
大
限
の
効
果
を
発

揮
す
る
予
算
編
成
と
す
る
。

市
制
90
周
年
へ
の
思
い

問
　
市
制
90
周
年
に
向
け
た
市

長
の
思
い
と
決
意
を
伺
う
。

市
長
　
記
念
式
典
は
行
わ
な
い

が
周
年
事
業
の
実
施
を
検
討
し

て
い
る
。
先
人
が
築
い
た
歴
史

を
振
り
返
り
、
１
０
０
周
年
や

更
な
る
未
来
へ
向
け
て
夢
と
希

望
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
と
な
る
よ

う
市
政
運
営
に
ま
い
進
す
る
。

第
70
回
七
夕
ま
つ
り

問
　
七
夕
ま
つ
り
や
花
火
大
会

は
開
催
す
る
の
か
。

市
長
　
湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕
ま

　市民の皆さんの意見や要望を議会に
伝え、市政に反映させる方法として請
願と陳情があります。
　請願は、紹介議員を必要とし、提出
後は所管の常任委員会などへ付託して
審査します。その後、委員会審査の結
果を本会議へ報告し、議会としての採
択、不採択などを決定します。
　陳情は、請願と同じような性格のも
のですが、紹介議員を必要としないと
いう違いがあります。提出後は議会運
営委員会でその取り扱いについて協議
します。

請願・陳情を市議会へ

　目の不自由な方に市議会
の活動をお伝えするため、
議会だよりの内容を朗読し
た「声の議会だより」を発
行しています。
また、点字版も
発行しています。

問い合わせ
議会局� ☎21-8791

声や点字の
　 議会だより

１
０
０
周
年
へ
向
け
更
な
る
未
来

へ
、
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち

野
崎 
審
也 

議
員

地
域
の
課
題
解
決
に
つ
い
て

坂
間
　
正
昭 

議
員
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南
の
核
、
中
心
市
街
地 

の
ま
ち
づ
く
り

問
　
平
成
29
年
10
月
に
都
市
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
第
２
次
）
別

冊
が
策
定
さ
れ
た
が
、
現
行
プ

ラ
ン
か
ら
大
き
く
補
完
さ
れ
た

考
え
方
、
新
た
に
取
り
入
れ
た

方
針
や
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
く

た
め
の
方
針
と
し
て
、
新
た
に

「
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
の
方
針
」「
多
様
な
住
ま

い
方
を
実
現
す
る
ま
ち
づ
く
り

の
方
針
」「
次
世
代
型
ま
ち
づ

く
り
の
方
針
」「
安
全
で
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
」
を

追
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
方
針
の

主
な
施
策
と
し
て
、
活
力
あ
る

南
と
北
の
２
核
と
地
域
生
活
圏

ご
と
の
魅
力
的
な
機
能
集
積
拠

点
づ
く
り
に
よ
る
、
多
極
的
に

諸
機
能
を
分
散
さ
せ
た
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

問
　
固
定
資
産
税
の
減
免
な
ど

は
検
討
し
た
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
平
塚
駅
周
辺

地
区
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
で
も

「
民
間
再
開
発
の
促
進
」
と
し

て
方
向
性
を
示
し
て
お
り
、
中

心
市
街
地
に
お
け
る
取
り
組
み

を
更
に
後
押
し
す
る
た
め
の
具

体
的
な
支
援
策
に
つ
い
て
、
庁

内
関
係
課
に
よ
る
研
究
を
始
め

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
継

続
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問
　
官
民
連
携
の
新
た
な
拠
点

を
中
心
街
に
つ
く
る
べ
き
だ
と

思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
中
心
街
に
お
け
る
ま
ち

の
魅
力
を
発
信
す
る
拠
点
は
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
平
塚
の

商
業
に
は
歴
史
が
あ
り
、
中
心

街
の
活
性
化
な
ど
も
民
の
力
で

行
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
中
に

し
っ
か
り
と
し
た
官
民
連
携
の

拠
点
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は

素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
う
の

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
や
進
め

方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
湘
南
ス
タ
ー
モ
ー
ル
商
店

街
振
興
組
合
か
ら
、
開
店
時
に

設
置
し
て
閉
店
時
に
店
内
に
し

ま
う
と
い
う
管
理
方
法
で
の
可

動
式
駐
輪
器
具
の
設
置
に
つ
い

て
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
と
思

う
。
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば

暫
定
で
の
設
置
も
可
能
と
認
識

し
て
い
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

交
通
政
策
担
当
部
長
　
当
該
区

域
は
放
置
自
転
車
禁
止
区
域
で

あ
る
が
、
可
動
式
駐
輪
器
具
が

駐
輪
場
と
認
め
ら
れ
れ
ば
撤
去

は
行
わ
な
い
。
放
置
自
転
車
の

呼
び
水
に
な
ら
な
い
よ
う
、

し
っ
か
り
と
管
理
を
し
て
も
ら

う
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

北
の
核
、
大
神 

の
ま
ち
づ
く
り

問
　
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
の
ま
ち
び

ら
き
の
時
期
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
主
催
す
る
ツ

イ
ン
シ
テ
ィ
大
神
地
区
土
地
区

画
整
理
組
合
が
、
施
設
整
備
の

進
捗
状
況
を
見
据
え
て
判
断
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
令
和
４

年
度
の
下
半
期
を
目
途
に
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

問
　
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
は
環
境
共

生
都
市
と
し
て
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
先
進
事
例
と

な
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
ツ
イ
ン

シ
テ
ィ
を
軸
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

助
成
制
度
な
ど
を
設
け
る
べ
き

だ
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

環
境
部
長
　
国
が
策
定
し
た
地

域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

は
、
脱
炭
素
先
行
地
域
を
選
定

し
重
点
対
策
を
進
め
て
い
く
と

し
て
お
り
、
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
は

そ
れ
に
申
請
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
先
進
的

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
企
業

な
ど
へ
の
助
成
に
つ
い
て
も
研

究
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
民
に
寄
り
添
う
行
政

問
　
出
生
届
や
死
亡
届
な
ど
の

手
続
き
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

市
民
部
長
　
死
亡
に
伴
う
手
続

き
は
市
役
所
の
各
窓
口
に
お
い

て
必
要
で
あ
り
、
遺
族
に
は
大

き
な
負
担
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
ま
た
、
高
齢
化
の
進
展

に
よ
り
、
届
出
件
数
の
増
加
や

遺
族
の
高
齢
化
も
見
込
ま
れ

る
。
そ
の
た
め
、
死
亡
に
関
す

る
手
続
き
に
つ
い
て
、
先
進
自

治
体
を
参
考
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
の
設
置
に
向
け
た
議
論
を

進
め
て
い
る
。
今
後
も
、
市
民

に
寄
り
添
う
行
政
と
し
て
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

「
夢
あ
る
未
来
」
平
塚
を
創
る

片
倉 

章
博 

議
員

１面掲載写真を
募集しています

　議会だより１面に掲載する写真
を募集しています。
　市内に在住又は在勤・在学の方
を対象に、季節を感じられる写真
などをテーマとした平塚市の魅力
を収めた一枚をご応募ください。
　詳しい応募方法などは、市議会
ホームページをご覧
いただくか、議会局
までお問い合わせく
ださい。
（議会局☎︎21－8791）

須藤 量久 議員 黒部 栄三 議員

清風クラブ 所 属 議 員

数田 俊樹 議長 佐藤 貴子 議員 諸伏 清児 議員

一般会計・特別会計決算
○総務費　シティプロモーション
推進事業
　どのような層をターゲットに
して事業を推進したのか。
　若い世代の定住意向や他者推
奨意向が低いという各種調査の結
果を受け、横浜市、川崎市、東京
23区に居住する20代後半から30代
の子育て世代に向けた事業を実施
した。ＳＮＳを活用した情報発信
などのほか、ご当地ナンバープ
レートのデザイン作成も行った。
○総務費　災害対策本部対応力強
化事業
　新たな被災者台帳システムを
導入したということだが、システ
ムを活用して実施した訓練の内容
と効果を伺う。
　広報、物流、ペット対策、受
援計画、福祉避難所、帰宅困難者
に関する研修を計11回実施した。
専門家の視点から新たな課題を提
議してもらい、取組方針の整理を
行うことができた。

○民生費　国際交流活動推進事業
　リトアニア共和国から任用し
た国際交流員の具体的な活動内容
を伺う。
　市内の教育機関や各種団体な
どで、リトアニアの歴史や文化、
日本での体験などについての講演
を行い、17件、603人の市民と交
流した。そのほか、広報ひらつか
へのリトアニア紹介記事の掲載
や、ツイッターでの平塚の魅力発
信なども行った。
○農林水産業費　担い手総合対策
事業
　新規就農者に対してどのよう
な体制で相談やフォローを行った
のか。その効果についても伺う。
　農業支援ワンストップ相談窓
口を開設し、スムーズな就農に向
け各機関が連携して対応した。ま
た、アフターフォローとして、ワ
ンストップ窓口のメンバーや地元
の農業委員などがアドバイスを
行った。その結果、新たに７人を
就農に導くことができた。

○土木費　建物の耐震性向上促進
事業
　危険なブロック塀の除却に関
して、どのような取り組みを行っ
たのか。
　除却に係る経費に対して補助
金を交付した。11月と３月に自治
会の全戸回覧で補助制度の周知を
する際には、建築基準法に定めら
れているブロック塀の基準も掲載
して、市民が自己点検できるよう
にした。
○消防費　常備消防事業
　コロナ禍における救急活動の
状況を伺う。
　救急隊の装備は、全ての事案
でゴーグル、Ｎ95マスク、感染防
止衣上下、ゴム手袋で対応してい
る。救急車については、座席間に
ビニールシートで隔壁を作り、搬
送中も車内除染システムを稼働す
ることで、救急隊員や同乗する家
族などの感染を低減させる対応を
している。
○教育費　中学校完全給食準備事
業
　学校給食基本構想・基本計画
を委託で作成した理由を伺う。
　この計画策定については、給
食センターの整備だけではなく、
給食の運営や具体的な整備手法、

各種の衛生基準を踏まえた施設計
画や資金計画に関する専門的な知
識や技術などを必要とする計画づ
くりであるため、専門的な知見を
持った事業者に委託をした。
病院事業決算
　医師職の会計年度任用職員は

170人であるが、この人材確保にど
のくらいの経費が掛かったのか。
　麻酔科の臨時医師と神経内科

の嘱託医を採用した際に紹介会社
へ支払った紹介料のほか、就職説
明会への出展料や募集サイトの利
用料など、合計で約3500万円掛
かっている。
下水道事業決算
　使用料収入の算定基礎となる

有収水量が増えたにもかかわら
ず、使用料収入は減収となってい
るが、その要因は何か。
　緊急事態宣言やまん延防止等

重点措置による営業自粛などの影
響で、事業用の排水量が大幅に減
少した。一方で、手洗いの増加や
在宅生活が長引いた影響で家庭用
の排水量は大幅に増加した。家庭
用の増加幅のほうが大きかったた
めに有収水量は増加したが、多量
に排水するほど料金が高くなる累
進制の事業用排水の減少が大きく
影響して減収となった。

　９月定例会で継続審査となっていた、令和２年度決算の認定に
関する議案について、９月28日から30日にかけて開催した決算特
別委員会で審査し、付託した４案件は全て認定すべきもの、可決
すべきものと決定しました。主な質疑を紹介します。

決算特別委員会の審査概要
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１
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
拡
大

す
る
な
ど
の
目
標
を
掲
げ
た

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
本
市
の
農
業

施
策
の
柱
で
あ
る
ス
マ
ー
ト
農

業
の
導
入
が
進
め
ば
、
農
業
経

営
の
拡
大
や
農
産
物
の
高
付
加

価
値
化
へ
の
下
地
が
で
き
、
新

規
就
農
希
望
者
を
多
く
呼
び
込

む
こ
と
が
可
能
と
な
る
な
ど
、

有
機
農
業
に
取
り
組
む
環
境
が

整
う
と
考
え
て
い
る
。

問
　
学
校
給
食
な
ど
の
公
共
調

達
か
ら
有
機
農
業
を
拡
大
さ
せ

る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
が
、
学

校
給
食
で
利
用
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
部
長
　
価
格
面
で
現

状
と
同
等
と
な
る
こ
と
や
、
学

校
給
食
を
賄
え
る
量
の
安
定
的

地
区
図
書
館
に
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
意
義
と
は渡部

　
亮 

議
員

住
民
の
命
を
大
切
に
す
る

市
政
運
営
を

江
口 

友
子 

議
員

確
保
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

問
　
量
の
問
題
は
日
数
や
対
象

を
絞
っ
て
対
応
し
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
始
め
て
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
部
長
　
価
格
が
同
等

な
ら
ば
検
討
の
余
地
は
あ
る
。

子
育
て
支
援
の
充
実
を 

産
前
・
産
後
ヘ
ル
パ
ー

問
　
申
請
か
ら
利
用
ま
で
の
期

間
を
短
縮
で
き
な
い
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
事
業
者

が
少
な
く
、
選
定
や
調
整
な
ど

に
時
間
が
掛
か
る
こ
と
か
ら
最

長
７
日
と
し
て
い
る
。

問
　
電
子
申
請
に
で
き
る
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
今
後
、

研
究
し
て
い
く
。

問
　
事
業
者
の
参
入
を
促
し
、

本
事
業
を
拡
充
で
き
な
い
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
産
後
ケ

ア
は
で
き
る
だ
け
充
実
し
た
支

援
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問
　
歩
道
上
に
お
け
る
歩
行
者

と
自
転
車
の
接
触
事
故
は
10
年

間
に
全
国
で
４
・
８
倍
に
増
加

し
た
。
歩
道
の
総
延
長
は
全
国

で
７
万
９
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
が
、
自
転
車
と
歩
行
者
が

分
離
さ
れ
た
走
行
空
間
は
約
２

５
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
わ
ず

か
３
％
で
あ
る
。
本
市
で
は
自

転
車
通
行
帯
の
整
備
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

交
通
政
策
担
当
部
長
　
自
転
車

活
用
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
自

転
車
交
通
量
の
多
い
路
線
や
、

市
民
生
活
に
関
連
す
る
主
要
施

設
を
結
ぶ
路
線
な
ど
を
自
転
車

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
路
線
と
位

置
付
け
、
自
転
車
の
走
行
環
境

整
備
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
計

画
で
は
、
通
勤
通
学
や
買
い
物

な
ど
で
の
利
用
が
多
い
平
塚
駅

を
中
心
と
し
た
３
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
圏
域
で
の
整
備
を
進
め
た

後
、
段
階
的
に
整
備
を
広
げ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

市
内
中
学
校
で 

起
き
た
こ
と
か
ら

問
　
本
市
の
中
学
校
に
お
い

て
、
生
徒
の
希
望
す
る
部
活
動

が
な
く
、
顧
問
の
先
生
も
い
な

い
た
め
、
個
人
で
の
大
会
参
加

を
希
望
し
て
も
出
場
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
起

き
て
い
る
。
神
奈
川
県
中
学
校

体
育
連
盟
の
大
会
参
加
規
約
で

は
、
学
校
長
の
承
認
と
引
率
す

る
教
員
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

安
全
で
快
適
な
自
転
車
利
用

環
境
を
つ
く
る
た
め
に府川

　
勝 

議
員

問　
図
書
館
の
来
館
者
数
を
増

や
し
た
い
市
に
対
し
て
、
指
定

管
理
者
制
度
は
来
館
者
が
増
え

る
ほ
ど
経
費
が
か
さ
む
た
め
、

利
益
相
反
と
な
ら
な
い
か
。

市
長　
利
用
者
の
増
加
を
想
定

し
て
指
定
管
理
料
を
設
定
し
て

い
る
た
め
、
利
益
相
反
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
な
い
。

問
　
直
営
で
あ
れ
ば
消
費
税
が

不
要
な
人
件
費
な
ど
の
項
目

も
、
指
定
管
理
料
で
は
消
費
税

が
掛
か
る
。
事
業
者
の
本
社
経

費
な
ど
も
掛
か
る
た
め
、
手
元

に
残
る
額
は
僅
か
で
市
民
サ
ー

ビ
ス
が
大
き
く
向
上
す
る
と
は

思
え
な
い
が
、
見
解
を
伺
う
。

社
会
教
育
部
長　
独
自
企
画
の

展
開
や
開
館
日
・
開
館
時
間
の

拡
大
な
ど
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
た
新
た
な
提
案
が
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
提
案
さ
れ
た
指
定

管
理
料
が
想
定
し
て
い
た
額
を

下
回
り
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
も
含
め
た
金
額
で
算
出
さ

れ
て
い
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
が
期
待
で
き
る
。

問
　
茨
城
県
守
谷
市
立
図
書
館

は
、
民
間
で
は
経
費
削
減
を
優

先
し
、
専
門
員
を
十
分
に
確
保

で
き
ず
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
で
き
な
い
と
判
断
し
て
、

３
年
で
直
営
に
戻
し
た
。
優
位

性
が
な
い
場
合
、
直
営
に
戻
す

考
え
は
あ
る
の
か
。

社
会
教
育
部
長　
今
後
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
な
ど
を
行
い
、
不
都
合

が
あ
れ
ば
指
導
、
改
善
す
る
。

公
共
施
設
で
の
農
薬
の 

使
用
状
況
に
つ
い
て

問
　
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
系
除
草
剤

は
人
の
健
康
や
生
態
系
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
危
険

性
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

総
務
部
長
　
国
の
使
用
基
準
を

遵
守
し
て
適
切
に
使
用
す
れ
ば

安
全
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
公
共
施
設
で
の
除
草
剤
の

使
用
状
況
を
伺
う
。

総
務
部
長
　
市
庁
舎
本
館
２
階

屋
外
広
場
の
一
部
で
使
用
し
て

い
る
。
学
校
で
は
最
小
限
に
と

ど
め
、
児
童
生
徒
に
影
響
が
な

い
よ
う
時
期
や
時
間
帯
に
配
慮

し
て
使
用
し
て
い
る
。
公
園
で

は
使
用
し
て
い
な
い
が
、
今
年

度
は
豊
田
本
郷
緑
地
で
除
草
効

果
の
確
認
の
た
め
試
験
的
に
使

用
し
た
。
ひ
ら
つ
か
サ
ン
・
ラ

イ
フ
ア
リ
ー
ナ
２
階
デ
ッ
キ
の

一
部
で
も
使
用
し
て
い
る
。

問
　
豊
田
本
郷
緑
地
で
の
使
用

を
機
に
、
ほ
か
へ
広
が
る
こ
と

を
懸
念
し
て
い
る
。
予
防
原
則

に
基
づ
き
、
公
共
施
設
で
の
使

用
を
控
え
ら
れ
な
い
か
。

総
務
部
長
　
使
用
方
法
や
注
意

事
項
を
守
っ
た
上
で
、
必
要
最

小
限
か
つ
区
域
を
限
定
し
て
使

用
し
て
い
き
た
い
。

有
機
農
業
の
推
進
と 

有
機
学
校
給
食
の
導
入

問
　
国
は
２
０
５
０
年
ま
で
に

有
機
農
業
の
取
り
組
み
面
積
を

し
ら
さ
ぎ
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

しらさぎ・無所属クラブ 所 属 議 員

問
　
湘
南
海
岸
公
園
龍
城
ケ
丘

ゾ
ー
ン
の
開
発
計
画
を
進
め
る

に
当
た
り
、
市
が
塩
と
風
の
影

響
に
関
す
る
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

調
査
は
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る

の
か
。
ま
た
、
結
果
は
最
終
案

に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
自
治
会
の
協

力
を
得
な
が
ら
実
施
し
、
最
終

案
に
反
映
す
る
か
は
調
査
を
踏

ま
え
て
判
断
し
た
い
。

問
　
最
終
案
に
反
映
さ
れ
る
か

わ
か
ら
な
い
と
な
る
と
、
何
の

た
め
の
調
査
か
わ
か
ら
な
く
な

る
。
調
査
結
果
を
き
ち
ん
と
反

映
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
し
っ
か
り
と
検
討
し
な

が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策 

検
査
の
拡
充
を

問
　
高
熱
が
出
て
も
な
か
な
か

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
声
を
多
く
聞

く
。
私
の
友
人
も
、
一
人
暮
ら

し
で
体
調
が
急
変
し
て
亡
く
な

り
、
そ
の
後
の
検
査
で
新
型
コ

ロ
ナ
陽
性
と
わ
か
っ
た
。
症
状

の
出
た
人
が
早
急
に
検
査
を
受

け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
ほ
し

い
が
見
解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
体
調
不

良
時
は
、
本
人
が
動
け
る
の
で

が
、
本
人
は
参
加
し
た
い
の

に
、
学
校
長
の
承
認
を
得
ら
れ

ず
引
率
教
員
が
い
な
い
た
め
に

大
会
に
参
加
で
き
な
い
と
い
う

の
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。
大
切

な
の
は
子
供
た
ち
の
希
望
や
夢

を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
教

師
の
都
合
で
は
な
い
。
部
活
動

は
大
切
な
教
育
の
一
環
な
の

で
、
生
徒
が
希
望
す
れ
ば
大
会

に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
ま

た
、
民
間
の
指
導
者
で
も
引
率

で
き
る
よ
う
に
規
約
を
改
正
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
文
部
科

学
省
が
考
え
方
を
示
し
た
「
学

校
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た

部
活
動
改
革
に
つ
い
て
」
の
中

で
は
、「
休
日
の
部
活
動
に
お

け
る
生
徒
の
指
導
や
大
会
の
引

率
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
職
務

と
し
て
教
師
が
担
う
の
で
は
な

く
、
地
域
の
活
動
と
し
て
地
域

人
材
が
担
う
こ
と
と
し
、
地
域

部
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
実

践
研
究
を
実
施
す
る
」
と
し
て

い
る
。
今
後
の
部
活
動
に
お
け

る
大
会
参
加
資
格
及
び
民
間
の

指
導
者
の
引
率
な
ど
に
つ
い
て

は
、
国
の
検
証
結
果
や
県
の
動

向
も
踏
ま
え
、
部
活
動
研
究
推

進
協
議
会
で
協
議
し
て
い
く
。

あ
れ
ば
医
療
機
関
を
受
診
し
て

も
ら
い
、
急
変
し
た
場
合
は
、

救
急
車
を
呼
ん
で
も
ら
う
こ
と

を
お
願
い
し
た
い
。

問
　
急
変
し
た
ら
自
分
で
は
電

話
が
で
き
な
い
の
で
、
き
ち
ん

と
検
査
で
き
る
体
制
を
整
え
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
警
察
の

資
料
に
よ
る
と
、
神
奈
川
県
で

は
、
一
人
で
亡
く
な
り
警
察
の

検
死
対
象
と
な
っ
た
66
件
の
う

ち
、
死
後
に
新
型
コ
ロ
ナ
陽
性

と
わ
か
っ
た
の
は
38
件
だ
っ

た
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
市
の
所
管

事
務
で
は
な
い
が
、
抗
原
検
査

を
活
用
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
国
が
無

症
状
患
者
の
洗
い
出
し
を
し
て

い
く
と
い
う
動
き
も
あ
る
た

め
、
重
複
を
避
け
る
意
味
か
ら

も
、
現
時
点
で
は
市
と
し
て
の

対
応
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
県
で
は
高
齢
者
施
設
に
定

期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
っ
て

い
る
が
、
学
校
や
市
役
所
、
ご

み
収
集
事
業
者
な
ど
の
社
会
生

活
上
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ

も
市
主
導
で
同
様
の
事
業
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

民
間
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
受
検
費
用

を
助
成
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ
の
導
入

は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。
ま
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
無
償

化
を
国
で
検
討
し
て
い
る
の
で

そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

保
育
所
死
亡
事
案
に 

関
す
る
本
市
の
対
応
は

問
　
平
成
29
年
４
月
に
、
市
内

の
認
可
保
育
所
で
１
歳
の
女
児

が
死
亡
し
た
事
案
に
つ
い
て
、

市
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

に
基
づ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
事

故
防
止
及
び
再
発
防
止
策
を

図
っ
て
き
た
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
発
生
翌

日
に
市
職
員
が
訪
問
し
て
聞
き

取
り
を
行
っ
た
。
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
に
基
づ
く
市
の
指

導
監
査
は
実
施
し
て
い
な
い

が
、
同
年
９
月
に
県
が
実
施
し

た
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
導

監
査
に
市
職
員
が
同
行
し
た
。

事
後
検
証
を
行
う
必
要
は
あ
っ

た
と
思
う
が
、
き
ち
ん
と
調
べ

て
ほ
し
い
と
い
う
要
請
が
な

か
っ
た
こ
と
や
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
わ
る
部
分
も
あ
り
、

通
常
と
は
違
う
対
応
に
な
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

神
奈
川
大
学
跡
地
の 

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は

問
　
大
学
敷
地
内
の
駐
車
場
と

耐
用
年
数
が
残
る
建
物
を
、
市

が
借
り
上
げ
て
住
民
に
開
放
し

て
は
ど
う
か
。

市
長
　
市
か
ら
具
体
的
な
提
案

を
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
大

学
に
は
そ
の
よ
う
な
思
い
を
伝

え
て
い
き
た
い
。

端 文昭 議員 金子 修一 議員 臼井 照人 議員

令
和
５
年
４
月
に
完
全
撤
退
す
る

神
奈
川
大
学
湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス
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問
　「
人
一
倍
、
繊
細
な
子
供

（
Ｈ
Ｓ
Ｃ
・
ハ
イ
リ
ー
セ
ン
シ

テ
ィ
ブ
チ
ャ
イ
ル
ド
）」
と

は
、
障
が
い
や
病
名
で
は
な
く

生
ま
れ
つ
き
非
常
に
感
受
性
が

強
く
敏
感
な
子
供
の
こ
と
で
、

人
口
の
５
人
に
１
人
が
該
当
す

る
と
さ
れ
て
い
る
。
に
お
い
や

光
、
音
が
ス
ト
レ
ス
と
な
り
、

新
た
な
環
境
に
慣
れ
る
ま
で
に

時
間
が
か
か
る
た
め
、
学
校
や

家
庭
な
ど
で
も
生
き
づ
ら
さ
を

感
じ
、
不
登
校
や
引
き
こ
も
り

の
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
子
供
の
社

会
的
孤
立
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

一
人
一
人
の
個
性
に
応
じ
、
学

校
と
家
庭
が
一
体
と
な
っ
て
関

わ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が

見
解
を
伺
う
。

教
育
長
　
各
種
研
修
会
な
ど
で

教
職
員
へ
の
周
知
を
図
る
と
と

も
に
、
家
庭
と
連
携
し
て
適
切

な
対
応
を
行
う
よ
う
学
校
に
働

き
か
け
て
い
く
。
ま
た
、
学
年

や
学
校
全
体
で
必
要
な
情
報
を

共
有
し
、
複
数
の
教
職
員
で
対

応
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

問
　
庁
内
の
子
供
に
関
す
る
各

種
相
談
窓
口
に
お
い
て
は
、
相

談
員
な
ど
が
Ｈ
Ｓ
Ｃ
の
概
念
を

理
解
し
た
上
で
対
応
し
て
ほ
し

い
が
見
解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
専
門
職

の
職
員
が
作
成
し
た
資
料
の
各

窓
口
で
の
共
有
や
、
研
修
会
で

の
周
知
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

問
　
経
済
的
理
由
な
ど
で
生
理

用
品
が
買
え
な
い
「
生
理
の
貧

困
」
を
解
消
す
る
取
り
組
み
と

し
て
、
全
県
立
学
校
の
女
子
ト

イ
レ
に
生
理
用
品
が
配
備
さ
れ

た
が
、
本
市
の
対
応
を
伺
う
。

市
民
部
長
　
県
が
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
校
内
の
ど
こ
で

生
理
用
品
を
入
手
で
き
る
と
よ

い
か
と
い
う
問
い
に
対
し
「
ト

イ
レ
」
と
回
答
し
た
生
徒
が
最

も
多
か
っ
た
。
本
市
で
は
保
健

室
に
常
備
し
て
い
る
が
、
自
分

か
ら
言
い
出
し
に
く
い
生
徒
も

受
け
取
り
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
観
点
か
ら
、
今
後
、

小
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
へ
の

配
備
を
進
め
て
い
く
。

問
　
配
備
の
時
期
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
現
段
階

で
は
、
令
和
４
年
４
月
以
降
の

配
備
を
考
え
て
い
る
。

問
　
物
が
見
え
に
く
い
な
ど
の

症
状
が
あ
る
人
を
支
援
す
る
暗あ

ん

所し
ょ

視し

支
援
眼
鏡
を
、
福
祉
用
具

の
購
入
費
を
助
成
す
る
日
常
生

活
用
具
給
付
制
度
の
対
象
品
目

に
認
定
す
る
こ
と
を
３
月
議
会

で
求
め
た
。
そ
れ
以
降
、
全
国

で
認
定
す
る
自
治
体
が
20
か
所

増
え
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
市

の
見
解
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
慎
重
な
判
断
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
先
行
す
る

自
治
体
の
状
況
を
参
考
に
す
る

と
と
も
に
、
県
内
他
市
の
動
向

も
注
視
し
な
が
ら
、
前
向
き
に

検
討
し
て
い
く
。

問
　
子
供
の
弱
視
へ
の
対
策
と

し
て
、
国
は
市
区
町
村
が
行
う

３
歳
児
健
康
診
査
へ
の
屈
折
検

査
の
導
入
を
促
し
、
屈
折
検
査

機
の
購
入
費
を
補
助
す
る
方
針

を
示
し
た
が
、
本
市
に
お
け
る

導
入
の
考
え
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
国
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
実
施
方

法
や
機
種
を
調
査
・
研
究
し
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

公
明
ひ
ら
つ
か

ル
へ
の
取
り
組
み
支
援
、
多
様

な
人
々
が
地
域
経
済
活
動
に
参

加
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
で
更
な
る
活
性
化
に
つ
な
げ

る
。
担
い
手
不
足
な
ど
の
課
題

が
生
じ
て
い
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
は
、
市
民
や
市
民
活
動

団
体
、
行
政
が
と
も
に
考
え
る

協
働
事
業
を
進
め
る
と
と
も

に
、
ち
い
き
情
報
局
の
充
実
や

デ
ジ
タ
ル
化
の
促
進
を
し
、
地

域
の
つ
な
が
り
が
途
絶
え
な
い

よ
う
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
持

続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
を
推
進
す
る
。

問
　
ど
の
よ
う
に
グ
リ
ー
ン
化

を
経
済
の
再
生
・
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
の
か
。

市
長
　
令
和
３
年
６
月
に
国
が

策
定
し
た
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
は
、
キ
ー
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
再
エ
ネ
等
の
地
域
資

源
の
活
用
や
地
域
の
課
題
解
決

な
ど
が
示
さ
れ
、
地
域
脱
炭
素

は
地
域
の
成
長
戦
略
に
な
る
と

し
て
い
る
。
本
市
の
地
球
温
暖

化
対
策
を
積
極
的
に
進
め
、
地

域
経
済
の
活
性
化
と
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問
　
介
護
や
子
育
て
中
の
女
性

も
テ
レ
ワ
ー
ク
で
仕
事
に
参
加

で
き
る
よ
う
女
性
デ
ジ
タ
ル
人

材
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
が
、

本
市
の
方
向
性
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
デ
ジ
タ
ル
技
能
を
学
べ
る

訓
練
コ
ー
ス
で
は
託
児
サ
ー
ビ

ス
付
き
の
コ
ー
ス
な
ど
も
用
意

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
既
存

の
制
度
の
活
用
が
進
む
よ
う
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
制

度
の
周
知
に
努
め
た
い
。

コ
ロ
ナ
克
服
、
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
市
政
運
営
を

秋
澤 

雅
久 

議
員

社
会
的
孤
立
を
防
ぎ
、
一
人
も

取
り
残
さ
な
い
明
る
い
未
来
を

石
田 

美
雪 

議
員

安
心
・
安
全
の 

出
産
、
子
育
て
を

問
　
産
婦
健
康
診
査
に
対
す
る

助
成
の
考
え
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
本
市
で

は
こ
れ
ま
で
、
産
前
・
産
後
ヘ

ル
パ
ー
派
遣
事
業
や
産
後
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
事
業
を
優
先

し
て
実
施
し
て
き
た
が
、
支
援

の
必
要
な
人
を
漏
れ
な
く
発
見

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
近
隣

自
治
体
の
状
況
や
、
市
内
産
科

の
費
用
も
参
考
に
、
産
婦
健
診

の
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
４
年
度
に
特
定
不
妊
治
療

が
保
険
適
用
と
な
る
が
、
本
市

独
自
の
支
援
策
は
あ
る
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
本
市
の

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
は

県
の
助
成
事
業
の
上
乗
せ
と
し

て
実
施
し
て
い
る
。
県
で
は
、

４
年
度
か
ら
の
保
険
適
用
移
行

期
に
経
過
措
置
な
ど
を
予
定
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、

保
険
適
用
の
詳
細
や
県
の
対
応

な
ど
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、

対
応
を
考
え
て
い
く
。

総務経済
　議案２案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第97号　令和３年度平塚市
一般会計補正予算
　賦課徴収費の固定資産税賦課
事業について、課税システム連携
用登記データベースシステムを構
築するための費用ということだ
が、具体的な内容を伺う。
　これまでは売買や相続などと
いった登記の情報を、固定資産税
課の職員が法務局へ出向き、紙

ベースで情報を受け取り、手入力
で課税システムへ反映させていた
が、法務局がオンライン化するこ
とになったので、直接情報をもら
えるようにシステムを構築するた
めの費用として計上している。
　どのような情報セキュリティ
対策をとっているのか。
　法務局との覚書を交わすこと
になっており、ネットワーク回線
についても、LGWAN回線という
地方公共団体を相互に接続する、
行政専用のネットワーク回線でつ
なぐ予定である。

都市建設
　議案５案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第91号	 平塚市消防団員
の任免、給与、定員、服務等に関
する条例の一部を改正する条例
　国が年額報酬や出動報酬の基
準を引き上げる理由として、全国
的な消防団員の定数不足があるの
ではないかと思うが、本市も定数
不足になっているのか。
　全国的に消防団員の数が減っ
ており、本市においても定員を割

り込んでいる状況である。12月１
日現在での定数に照らし合わせる
と87パーセントの充足率になっ
ている。
　定員不足ということであれ
ば、広報ひらつかなどで大々的に
若い団員を募集してはどうか。ま
た、現在の団員335人の平均年齢
を伺う。
　募集については、広報ひらつ
かや地域の情報誌なども今後は活
用していきたいと思う。335人の
平均年齢は、現在48.3歳となって
いる。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
常任委員会の主な質疑を紹介します。

公明ひらつか 所 属 議 員

一
層
の
行
政
改
革
を

問
　
市
債
の
発
行
に
関
し
て
、

償
還
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
考

え
方
や
、
将
来
負
担
の
軽
減
策

を
伺
う
。

市
長
　
過
度
な
市
債
へ
の
依
存

と
な
ら
な
い
よ
う
、
借
入
と
償

還
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、
市
債

現
在
高
の
減
少
に
努
め
る
と
と

も
に
、
各
種
基
金
も
活
用
し
将

来
負
担
の
軽
減
に
つ
な
げ
る
。

問
　
龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン
公
園
整

備
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

市
長
　
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

声
を
踏
ま
え
、
既
存
樹
林
の
更

な
る
保
全
の
検
討
や
、
塩
と
風

の
調
査
な
ど
を
行
う
た
め
着
工

を
延
期
し
た
。
こ
れ
ら
を
着
実

に
実
施
し
、
事
業
を
推
進
し
て

い
く
。

問
　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
基
づ
き
、
持
続
可
能
か

つ
最
適
な
管
理
運
営
を
実
現
す

る
た
め
、
コ
ロ
ナ
危
機
に
お
い

て
も
、
中
長
期
的
な
視
点
で
施

設
の
長
寿
命
化
や
再
編
に
取
り

組
む
。

問
　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入

等
推
進
事
業
を
更
に
進
め
る
た

め
の
考
え
方
を
伺
う
。

市
長
　
効
果
が
期
待
で
き
る
施

設
を
選
定
し
、
積
極
的
に
取
り

組
む
。

問
　
コ
ロ
ナ
後
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

意
識
し
た
、
持
続
可
能
な
地
域

経
済
の
発
展
及
び
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
形
成
イ
メ
ー
ジ
を
伺

う
。

市
長
　
将
来
に
わ
た
り
安
心
・

安
全
な
市
民
生
活
を
守
る
た
め

に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る
各
目

標
を
意
識
し
た
施
策
展
開
が
重

要
で
あ
り
、
事
業
者
の
デ
ジ
タ

ル
化
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

　議会には、議員の調査研究のため、図
書室の設置が法律により義務付けられて
います。
　本市議会では、開かれた議会とするた
め、市役所本館８階の議場前の開放した
スペースに議会図書室を設け、市民・議
会・行政が共同で利用できる環境をつく
りました。
　ご利用いただ
ける時間は、平日
の午前８時30分
から午後５時ま
でとなります。

議会図書室のご案内

上野 仁志 議員 鈴木 晴男 議員
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子
育
て
安
心
の
環
境
は

問
　
令
和
３
年
度
の
保
育
所
入

所
保
留
者
に
対
し
て
行
っ
た
意

向
分
析
の
結
果
と
、
明
確
に

な
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
伺
う
。

市
長
　
申
込
理
由
別
で
は
「
復

職
」
と
「
就
労
」
が
約
80
％
、

年
齢
別
で
は
「
０
歳
児
」
と

「
１
歳
児
」
が
約
95
％
、
地
区

別
で
は
「
海
岸
地
区
」
と
「
大

野
地
区
」
が
約
50
％
で
あ
っ

た
。
出
産
後
す
ぐ
に
働
き
た
い

と
い
う
利
用
者
の
比
率
が
高

く
、
自
宅
に
近
い
保
育
所
を
希

望
す
る
と
い
う
傾
向
が
伺
え
る

こ
と
か
ら
、
低
年
齢
児
を
多
く

受
け
入
れ
る
小
規
模
保
育
事
業

所
や
、
早
期
の
整
備
が
期
待
で

き
る
賃
貸
改
修
方
式
の
認
可
保

育
所
な
ど
の
整
備
を
政
策
的
に

進
め
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
考

え
て
い
る
。

問
　
保
育
士
確
保
策
の
３
つ
の

柱
と
し
て
実
施
し
て
い
る
各
事

業
の
利
用
状
況
を
伺
う
。

市
長
　
３
年
11
月
末
で
、
就
職

促
進
貸
付
金
が
11
人
、
就
労
支

援
交
付
金
が
42
人
、
奨
学
金
返

済
支
援
補
助
金
が
５
人
と
な
っ

て
い
る
。

教
育
委
員
会
に
問
う

問
　
小
中
学
校
に
配
備
し
た
タ

湘
南
海
岸
公
園 

龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン
整
備

問　
龍
城
ケ
丘
プ
ー
ル
跡
地
を

先
行
整
備
で
き
な
い
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
プ
ー
ル
跡
地

と
東
側
の
樹
林
地
を
一
体
の
区

域
と
す
る
公
園
と
し
て
計
画
さ

れ
て
お
り
、
部
分
的
に
先
行
し

て
整
備
が
で
き
な
い
事
業
と

な
っ
て
い
る
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況 

調
査
の
結
果
か
ら

問　
成
果
・
課
題
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
「
い
じ

め
は
、
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て

も
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
う
」

と
回
答
す
る
児
童
生
徒
の
割
合

が
年
々
高
く
な
る
一
方
で
、
半

数
以
上
が
「
平
日
、
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
を
２
時
間
以
上
す
る
」

と
回
答
し
て
お
り
、
全
国
を
上

回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
学

校
で
の
指
導
だ
け
で
は
な
く
、

家
庭
と
連
携
し
た
細
や
か
な
指

導
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

平
塚
駅
北
口 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備

問　
平
塚
駅
周
辺
の
移
動
円
滑

化
事
業
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
い
じ
め
に
用

い
ら
れ
な
い
た
め
の
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

教
育
長
　
各
学
校
で
い
じ
め
は

許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
指

導
し
て
い
る
。
情
報
モ
ラ
ル
教

育
に
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
く
。
い
じ
め
に
用
い
ら
れ
る

恐
れ
の
あ
る
チ
ャ
ッ
ト
機
能
は

使
用
で
き
な
い
よ
う
に
制
限
を

か
け
、
学
校
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア

ク
セ
ス
で
き
な
い
よ
う
に
フ
ィ

ル
タ
ー
を
設
定
し
て
い
る
。

問
　
国
が
示
す
学
校
施
設
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
整
備
目
標
に
向
け

た
検
討
内
容
と
、
ト
イ
レ
洋
式

化
の
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

教
育
長
　
各
学
校
の
現
況
調
査

後
に
課
題
を
整
理
し
、
整
備
目

標
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。
ト

イ
レ
洋
式
化
は
毎
年
５
校
程
度

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
収
束
後
、 

平
塚
市
の
経
済
対
策

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
本
市
経
済
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
中

小
企
業
へ
の
支
援
策
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
市
の
融
資
制

度
の
拡
充
や
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
支
援
な
ど
、
感
染
症
の
各

段
階
に
応
じ
た
支
援
策
を
実
施

し
て
き
た
。
今
後
も
必
要
な
支

援
策
を
展
開
し
て
い
く
。

問
　
飲
食
店
業
へ
の
支
援
策
を

伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
実
施
店
の
情
報
発
信
や
、
感

染
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

た
取
り
組
み
へ
の
応
援
金
交
付

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
引
き

続
き
支
援
し
て
い
き
た
い
。

災
害
に
強
い 

ま
ち
づ
く
り

問
　
３
年
７
月
３
日
の
大
雨
な

ど
に
よ
る
浸
水
被
害
で
、
金
目

川
、
鈴
川
沿
い
の
住
民
へ
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
。
鈴
川
の

問
題
箇
所
の
抽
出
と
、
対
策
計

画
の
見
え
る
化
が
必
要
で
は
な

い
か
。

土
木
部
長
　
鈴
川
に
つ
い
て

は
、
最
下
流
部
の
金
目
川
と
の

合
流
部
及
び
板
戸
川
、
大
根
川

が
合
流
す
る
三
川
合
流
部
か
ら

上
流
は
流
下
能
力
不
足
で
河
川

整
備
が
必
要
で
あ
る
。
対
策
計

画
の
見
え
る
化
は
、
近
隣
市
と

組
織
す
る
鈴
川
改
修
整
備
促
進

協
議
会
や
県
と
連
携
し
、
周
知

方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
見
附
台

周
辺
地
区
の
今
後

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

子
育
て
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
教
育
、
ト

イ
レ
洋
式
化
な
ど
諸
課
題
を
問
う

出
村 

光 

議
員

「
選
ば
れ
る
ま
ち
・
住
み
続
け
る

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て

山
原 

栄
一 

議
員

環境厚生
　議案９案件は全て原案どおり可
決又は承認すべきものと決定しま
した。
○議案第97号　令和３年度平塚市
一般会計補正予算
　児童福祉総務費の民間保育所
保育士確保支援事業について、保
育士確保の取り組みを支援するた
めの増額補正だが、対象者の人数
を伺う。
　当初予算では７人分を計上し
ていたが、利用者が１１人となった

ため４人分を計上している。
○議案第101号　令和３年度平塚
市一般会計補正予算
　新型コロナウイルス感染症生
活困窮者自立支援金給付費の新型
コロナウイルス感染症生活困窮者
自立支援金給付事業について、支
給対象になっている人の生活状況
をどのように捉えているのか。
　申請の際に、くらしサポート
相談の窓口で聞き取りをしてお
り、この申請以外にも案内できる
ものがあれば、相談の中で対応し
ている。

教育民生
　議案３案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第97号　令和３年度平塚市
一般会計補正予算
　戸籍住民基本台帳費の戸籍及
び住民基本台帳事業について、各
種証明書のコンビニ交付利用者の
増加により増額補正をするとのこ
とだが、この増額補正の委託手数
料はどのように支払われるのか。
　コンビニ交付業務を運営して
いる地方公共団体情報システム機

構（Ｊ－ＬＩＳ）を通じてコンビ
ニ事業者などに支払われている。
　図書館費の中央図書館管理事
業について、中央図書館の空調設
備冷却塔を修繕するという内容だ
が、カビの発生や紙の劣化を防ぐ
ために、図書館の書庫や閲覧室な
どの温湿度管理はどのように行っ
ているのか伺う。
　図書館内は、現在、空調設備
を使いながら管理している状況で
あるが、温度と湿度は一日に３回
程度、委託業者が各部屋に設置さ
れた温湿度計で確認している。

■�一般会計から自動車安全特別会計への繰戻しに関する意見書
（抜粋）
　自動車損害賠償保障制度は、自動車ユーザーが支払った保険
料にて、不幸にして交通事故の被害に遭った人たちの救済を確
かなものにする仕組みであり、世界に誇れる制度である。
　しかし、保険料から交通事故被害者への支援を中心とする交
通事故対策のために積立てた資金が、当該保険料を支払ってい
る自動車ユーザーにあまねく知られないまま、国の一般会計に
貸し出されており、いまだに６，０１３億円（令和３年度末）が返
済されずにいる。
　自動車ユーザーのみならず、すべての国民が安心して移動の
自由を享受できる社会を持続していくためにも、被害者救済や
事故防止対策などの事業を行っている「自動車損害賠償保障制
度」の持続可能性を高めることは大変重要である。
　よって、国及び政府においては、令和４年度予算に自動車安
全特別会計への繰戻しを、大臣間の合意に従い履行されるべき
と考え、次の内容について強く要望する。
１�　自動車安全特別会計から一般会計に繰り入れられている６，
０１３億円を大臣間の合意に従い、早期に返済すること。
２�　今後、交通事故の被害者が将来にわたって手厚いサービス
を受け、安全・安心して生活することができ、被害からの回
復が可能となるよう、さらなる充実を図るとともに、これら
の問題に関し、十分な説明責任を果たすこと。
３�　交通事故による被害者を減らすため、事故防止対策のさら
なる充実に向けて、自動ブレーキなどの安全装置を備えた安
全運転サポート車の普及や、認知症支援と連動した免許制度
の整備、車道と歩道の区別がない道路での歩行者を守る対策
など、具体的な施策の推進を図ること。

　議員から、次の意見書が提案され、
全員異議なく可決しました。ホーム
ページには全文を掲載しています。意見書

し た可 決

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
常任委員会の主な質疑を紹介します。

副
市
長　
駅
前
広
場
と
改
札
階

を
結
ぶ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮

し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
利
用
経
路

の
整
備
と
、
下
り
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
案
内
表
示
の
設
置
を
関
係

者
と
調
整
し
て
い
る
。

問　
稼
働
予
定
時
間
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　
今
の
と
こ
ろ

朝
４
時
30
分
か
ら
深
夜
１
時
ま

で
を
考
え
て
い
る
。

岡
崎
住
宅
の
跡
地

問　
跡
地
活
用
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　
現
在
、
行
政

目
的
で
の
利
活
用
の
有
無
を
確

認
し
て
い
る
。
市
営
岡
崎
住
宅

は
広
大
な
敷
地
に
こ
れ
ま
で
多

く
の
人
が
生
活
し
て
い
た
居
住

エ
リ
ア
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
利

活
用
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
住
民
の
意
見
も
参
考
に
し

て
進
め
て
い
く
。

湘南フォーラム
所 属 議 員

府川　正明 議員
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日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の 

支
援
内
容
と
体
制

問
　
本
市
の
不
登
校
児
童
生
徒

数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
主
な
要

因
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
ゲ
ー
ム

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
の

生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
と
い
っ
た

本
人
に
係
る
状
況
、
児
童
虐
待

や
子
供
の
貧
困
な
ど
家
庭
に
係

る
状
況
、
友
人
関
係
や
学
業
の

不
振
と
い
っ
た
学
校
に
係
る
状

況
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

複
雑
に
絡
み
合
い
、
不
登
校
状

態
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

問
　
学
校
や
子
ど
も
教
育
相
談

セ
ン
タ
ー
に
多
く
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
る
中
、
保
護
者
や
児
童

生
徒
と
常
に
連
絡
が
取
れ
る
状

況
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
そ

の
た
め
に
行
っ
て
い
る
工
夫
は

あ
る
の
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
日
常
的

に
学
校
を
休
む
子
供
が
い
る
場

合
は
、
１
日
目
に
電
話
連
絡
、

２
日
目
に
手
紙
、
３
日
目
に
家

庭
訪
問
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返

し
て
行
っ
て
い
る
が
、
可
能
で

あ
れ
ば
放
課
後
に
登
校
し
て
も

ら
い
、
学
習
や
相
談
を
す
る
な

ど
の
工
夫
を
し
、
各
自
の
状
況

に
応
じ
て
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

問
　
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン

タ
ー
の
相
談
件
数
が
増
加
し
て

い
る
。
予
算
を
措
置
し
て
体
制

を
拡
充
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

小
学
校
の
放
課
後 

校

庭

開

放

問
　
市
内
全
28
小
学
校
の
校
庭

開
放
時
間
の
現
状
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
４
月
か

ら
９
月
は
半
数
が
午
後
５
時
ま

で
、
残
り
の
半
数
が
午
後
５
時

30
分
ま
で
で
あ
る
。
10
月
か
ら

３
月
ま
で
は
全
校
が
午
後
４
時

30
分
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
鍵
か
け
は
誰
が
行
っ
て
い

る
の
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
各
校
の

教
職
員
が
行
っ
て
い
る
。

問　
開
放
時
間
中
の
事
故
な
ど

に
対
す
る
管
理
監
督
責
任
は
学

校
に
発
生
す
る
の
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
管
理
監

督
責
任
は
基
本
的
に
保
護
者
に

あ
る
が
、
放
課
後
の
校
庭
が
安

全
な
遊
び
場
と
な
る
よ
う
、
学

問
　
平
塚
市
国
土
強

き
ょ
う

靭じ
ん

化
地
域

計
画
（
素
案
）
の
中
で
、
本
市

が
第
一
に
掲
げ
る
防
災
・
減
災

の
観
点
は
何
か
。
ま
た
、「
事

前
に
備
え
る
べ
き
目
標
」
と

「
強
靭
化
を
推
進
す
る
上
で
の

基
本
的
な
方
針
」
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
も
の
か
伺
う
。　
　

企
画
政
策
部
長
　
最
上
位
の
基

本
目
標
と
し
て
「
人
命
の
保
護

が
最
大
限
図
ら
れ
る
こ
と
」

「
市
域
の
重
要
な
機
能
が
致
命

的
な
障
害
を
受
け
ず
維
持
さ
れ

る
こ
と
」「
市
民
の
財
産
及
び

公
共
施
設
に
係
る
被
害
の
最
小

化
」「
迅
速
な
復
旧
復
興
」
の

４
つ
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
基

企
画
政
策
部
長
　
地
域
防
災
計

画
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
個
別
計
画
と
整
合

し
、
全
庁
横
断
的
な
体
制
の
も

と
で
策
定
し
て
お
り
、
各
個
別

計
画
の
取
り
組
み
の
方
向
性
や

考
え
方
と
の
相
違
は
な
い
。

問
　
計
画
（
素
案
）
の
中
で

は
、「
強
靭
化
を
推
進
す
る
上

で
の
基
本
的
な
方
針
」
に
お
い

て
、
本
市
の
強
靭
化
を
損
な
う

原
因
を
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
検

討
し
て
取
り
組
む
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、「
施
策
ご
と
の

推
進
方
針
」
で
大
規
模
津
波
な

ど
へ
の
対
策
と
し
て
記
載
さ
れ

て
い
る
の
は
、
津
波
避
難
ビ
ル

や
防
災
行
政
無
線
を
整
備
す
る

と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
あ
ら

ゆ
る
側
面
か
ら
検
討
す
る
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
人
命
を

守
る
た
め
に
津
波
の
襲
来
を
遅

ら
せ
る
対
策
の
検
討
が
重
要
で

は
な
い
か
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
津
波
災

害
は
最
悪
の
事
態
と
し
て
10

メ
ー
ト
ル
近
い
も
の
を
想
定
し

て
お
り
、
市
民
に
は
６
分
以
内

に
よ
り
高
い
場
所
に
避
難
し
て

も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
て
い

る
。
津
波
避
難
ビ
ル
を
市
内
に

多
く
設
定
し
て
い
る
の
で
、
避

難
ル
ー
ト
も
い
く
つ
か
の
パ

タ
ー
ン
を
考
え
て
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
い
ち
早
く
安
全
な
場

所
、
で
き
る
だ
け
高
い
場
所
へ

避
難
し
て
も
ら
う
こ
と
も
お
願

い
し
て
い
る
。

問
　
国
の
国
土
強
靭
化
基
本
計

画
で
は
、
津
波
や
高
潮
な
ど
の

自
然
災
害
に
対
し
て
、
保
安
林

の
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
を

進
め
る
こ
と
、
海
岸
林
な
ど
の

自
然
環
境
が
持
つ
機
能
を
活
用

し
た
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
、

防
災
分
野
の
専
門
家
を
育
成
・

確
保
す
る
こ
と
な
ど
が
重
要
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
本
市
は
保
安
林
の
整
備
ど

こ
ろ
か
、
樹
林
帯
を
伐
採
し
て

も
住
民
に
は
影
響
が
な
い
と
し

て
、
専
門
家
か
ら
助
言
が
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
樹
林
帯
を

伐
採
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
本

市
の
計
画
は
先
に
樹
林
帯
の
伐

採
あ
り
き
で
、
国
が
示
し
て
い

る
住
民
の
命
を
守
る
と
い
う
最

大
の
目
的
か
ら
目
を
背
け
て
い

る
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
こ
の
計
画

（
素
案
）
は
個
々
の
事
案
と
直

接
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
。

国
の
基
本
計
画
に
沿
っ
た
も
の

で
あ
り
、
県
の
国
土
強
靭
化
地

域
計
画
と
の
整
合
性
も
図
り
な

が
ら
策
定
を
進
め
て
き
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
湘
南
海

教
育
指
導
担
当
部
長
　
す
ぐ
に

予
算
を
措
置
す
る
の
は
難
し
い

が
、
切
迫
し
た
相
談
の
状
況
で

ど
の
よ
う
な
体
制
が
迅
速
に
取

れ
る
の
か
、
学
校
と
教
育
委
員

会
が
し
っ
か
り
と
連
携
を
取
っ

本
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

「
直
接
死
を
最
大
限
防
ぐ
」「
必

要
不
可
欠
な
行
政
機
能
を
確
保

す
る
」「
経
済
活
動
を
機
能
不

全
に
陥
ら
せ
な
い
」
な
ど
８
つ

の
事
前
に
備
え
る
べ
き
目
標
を

定
め
、
計
画
を
推
進
す
る
た
め

に
施
設
の
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
な
ど

を
基
本
的
な
方
針
と
し
て
定
め

て
い
る
。

問
　
こ
れ
ま
で
の
地
域
防
災
計

画
と
の
違
い
は
何
か
。

岸
公
園
龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン
整

備
・
管
理
運
営
事
業
に
つ
い
て

ほ
か

て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
民
間

の
支
援
機
関
と
連
携
し
、
多
様

な
居
場
所
を
つ
く
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
豊
か
な

経
験
と
学
び
を
積
み
重
ね
て
い

け
る
多
様
な
居
場
所
は
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
通
し
て
市
内
の

不
登
校
の
状
況
や
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
な
ど
の
活
動
内
容
を
共

有
し
、
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
居
場

所
の
提
供
に
努
め
て
い
く
。

公
立
幼
稚
園
の
在
り
方

問
　
文
部
科
学
省
が
推
進
す
る

幼
児
教
育
ス
タ
ー
ト
プ
ラ
ン
に

お
い
て
、
来
年
度
か
ら
予
定
さ

れ
て
い
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発

の
モ
デ
ル
事
業
に
、
本
市
も
積

極
的
に
参
加
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
幼
児
教

育
の
資
質
の
向
上
や
幼
保
小
の

円
滑
な
接
続
に
向
け
た
議
論
を

深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

事
業
へ
の
参
加
な
ど
に
つ
い
て

は
国
か
ら
詳
細
が
発
表
さ
れ
た

段
階
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

無
所
属

小
中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
児
童

生
徒
の
支
援
強
化
と
公
立
幼
稚
園

勉
強
も
遊
び
も
学
校
か
ら
始
ま
る

子
供
た
ち
の
た
め
に
考
え
よ
う

久
保
田 

聡 

議
員

小
泉 

春
雄 
議
員

国
土
強き

ょ
う

靭じ
ん

化
地
域
計
画
に
龍
城
ケ

丘
の
樹
林
帯
伐
採
は
そ
ぐ
わ
な
い

石
田 

雄
二 

議
員

校
が
応
急
処
置
や
保
護
者
へ
の

連
絡
な
ど
の
対
応
を
行
う
こ
と

も
あ
る
。

問
　
子
供
た
ち
の
遊
び
場
を
確

保
す
る
た
め
に
、
教
育
委
員
会

と
現
場
で
相
談
し
て
開
放
時
間

の
延
長
は
で
き
な
い
の
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
放
課
後

の
子
供
た
ち
の
遊
び
場
の
確
保

は
非
常
に
大
切
だ
と
感
じ
て
い

る
が
、
教
職
員
の
負
担
な
ど
も

考
慮
し
、
現
在
は
学
校
の
考
え

や
意
向
に
沿
っ
た
時
間
と
な
っ

て
い
る
。

問
　
校
庭
開
放
の
管
理
を
民
間

に
委
託
で
き
な
い
の
か
。

学
校
教
育
部
長
　
経
費
や
管
理

責
任
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た

め
、
ほ
か
の
自
治
体
の
事
例
な

ど
を
参
考
に
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

相
模
小
学
校
の
校
名

問
　
令
和
４
年
４
月
１
日
に
大

神
地
区
へ
移
転
す
る
相
模
小
学

校
の
校
名
を
、
大
神
小
学
校
へ

変
更
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
人
も
い
る
よ
う
だ

が
見
解
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
今
回
の
移
転

は
神
田
小
学
校
と
の
隣
接
解
消

が
目
的
で
あ
り
、
位
置
の
み
を

変
更
す
る
。
校
名
変
更
は
学
校

や
地
域
な
ど
の
気
運
の
高
ま
り

に
よ
り
検
討
す
べ
き
も
の
と
考

え
て
い
る
。

学
校
創
立
１
５
０
周
年 

事
業
へ
の
支
援

問
　
令
和
５
年
に
小
学
校
８
校

が
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
る

が
、
各
校
の
記
念
事
業
に
財
政

的
な
部
分
を
含
め
た
支
援
を
し

て
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
部
長
　
各
校
が
地
域

や
保
護
者
と
と
も
に
独
自
性
を

生
か
し
て
取
り
組
む
も
の
と
考

え
て
い
る
の
で
、
教
育
委
員
会

と
し
て
は
資
料
提
供
な
ど
可
能

な
範
囲
で
支
援
し
た
い
。

問
　
記
念
誌
の
印
刷
な
ど
を
、

教
育
委
員
会
が
一
括
で
行
う
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
。

学
校
教
育
部
長
　
１
５
０
周
年

を
迎
え
る
全
て
の
学
校
が
つ
く

る
と
い
う
こ
と
で
相
談
が
あ
れ

ば
、
で
き
る
範
囲
で
対
応
し
て

い
き
た
い
。

問
　
市
役
所
の
多
目
的
ホ
ー
ル

で
、
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
学

校
の
パ
ネ
ル
展
の
実
施
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
部
長
　
学
校
か
ら
資

料
な
ど
を
提
供
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
の
で
、
各
校
の
周
年

事
業
の
内
容
を
確
認
し
た
上
で

で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
実
施

は
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
衆
議
院

議
員
選
挙
結
果
を
受
け
て　

城

島
地
区
へ
公
園
・
広
場
の
整
備

を

インターネット中継
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令和4年（2022年）2月4日第２２２号 ひらつか議会だより

審議の結果
〇は賛成　×は反対　退は退席

（各会派の正式名称はページ左下に記載しています）

報告番号 件　名
第13号 専決処分の報告について

報　告

議員提出議案
会議案番号 件　名 結果 清 し 公 湘 共 Ａ Ｂ

第7号 一般会計から自動車安全特別会計への繰戻しに関す
る意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市長提出議案
議案番号 件　名 結果 清 し 公 湘 共 Ａ Ｂ
認第1号 決算の認定について〔令和２年度平塚市一般会計・特別会計決算〕 認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
認第2号 決算の認定について〔令和２年度平塚市病院事業決算〕 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認第3号 決算の認定について〔令和２年度平塚市下水道事業決算〕 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第66号 利益の処分について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第79号 平塚市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
第80号 令和３年度平塚市一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
第81号 令和３年度平塚市競輪事業特別会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
第82号 令和３年度平塚市国民健康保険事業特別会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
第83号 令和３年度平塚市水産物地方卸売市場事業特別会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
第84号 令和３年度平塚市介護保険事業特別会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
第85号 令和３年度平塚市後期高齢者医療事業特別会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
第86号 専決処分の承認について〔令和３年度平塚市一般会計補正予算〕 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第87号 平塚市市税条例等の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第88号 平塚市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準等を定める条例の一部
を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第89号 平塚市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第90号 平塚市国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第91号 平塚市消防団員の任免、給与、定員、服務等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第92号 平塚市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第93号 指定管理者の指定について〔平塚市余熱利用施設〕 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第94号 指定管理者の指定について〔平塚市北図書館、平塚市西図書館及び平塚市南図書館〕 可決 ○ 〇4
退2 ○ ○ × ○ ○

第95号 町の区域の新設等について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第96号 住居表示に関する法律第３条第１項の規定による本市における市街地の区域及び当該区域にお
ける住居表示の方法について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第97号 令和３年度平塚市一般会計補正予算 可決 ○ 〇4
退2 ○ ○ ×1

退1 ○ ○

第98号 令和３年度平塚市病院事業会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第99号 令和３年度平塚市一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第100号 平塚市附属機関設置条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第101号 令和３年度平塚市一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第102号 監査委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第103号 令和３年度平塚市一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審議結果一覧表では、会派名等を略称で表記
しています。正式名称等は次のとおりです。
清……清風クラブ　
し……しらさぎ・無所属クラブ
公……公明ひらつか
湘……湘南フォーラム
共……日本共産党平塚市議会議員団
Ａ……久保田聡（無所属）
Ｂ……小泉春雄（無所属）

編集委員　　�石田美雪　　渡部　亮� �
黒部栄三　　山原栄一

議　　長　　数田俊樹
副 議 長　　鈴木晴男

　本会議など各種会議での質問や答弁などは、会議録にまとめて公開しています。
12月定例会の会議録は２月下旬から公開します。市役所本館８階の議会図書室や５階の市政情報
コーナー、各地区の公民館、各図書館、市議会ホームページでご覧ください。

　平塚市議会では、傍聴にお越しくださる皆様に次
のことをお願いしています。

市議会を傍聴される方へのお願い

○�非接触型体温計による検温にご協力をお願いします
（�検温の結果、37.5度以上の場合は傍聴をお断り
させていただきます）。

○マスクを着用してください。
○�入場時にアルコール消毒液に
よる手洗いをしてください。
○�風邪のような症状がある方は、
傍聴をご遠慮ください。

会 ２ に議 月 公録 下 開は 旬

問い合わせ
平塚市議会 議会局 ☎0463-21-8791

3 月 定 例 会 の 予 定会派名等の表記について

議 会 報 編 集 委 員 会

お 知 ら せ
○�３月定例会の本会議と常任委員会は、
右記日程での開催を予定しています。
本会議は午前10時に開会の予定です。

○�本会議はケーブルテレビ（SCN）で
の生中継と当日夜の録画放送、イン
ターネットでの生中継と録画中継の配
信を行っています。

○�本紙に掲載されている情報は、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止の取り組
みに伴い変更する場合があります。詳
細は議会局までお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
2/20 2/21 2/22 2/23 2/24 2/25 2/26

本会議
提案説明
など

2/27 2/28 3/1 3/2 3/3 3/4 3/5
本会議

［代表質問］
本会議
代表・総括
質問

3/6 3/7 3/8 3/9 3/10 3/11 3/12
本会議

［総括質問］
本会議

［総括質問］
常任委員会 常任委員会

3/13 3/14 3/15 3/16 3/17 3/18 3/19
常任委員会 常任委員会

3/20 3/21 3/22 3/23 3/24 3/25 3/26
本会議

［表決など］




